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(Separate Form 2) 
論文の要旨  



































 第Ⅳ章では筑後平野北部に着目し，Ⅰ . 早期～前期前半，Ⅱ . 前期後半～中期初頭，Ⅲ . 中








 第Ⅴ章では，筑後平野南部の動向を検討し，Ⅰ . 早期～前期前半，Ⅱ . 前期後半～中期





















 上記③  の作業として，新石器時代から漢代頃における環濠集落・都城を概観し，1) 新



















 以上の理解をふまえ， (3) に焦点をしぼり，中国史書の記録や先行研究の見解を参照し
つつその背景について考察を加えた。結果，前 1 世紀頃の楽浪郡を介した前漢王朝との接
触を契機に，福岡平野（「奴国」），糸島平野（「伊都国」）が主導的な役割を果たして北部九
州一円を覆う社会・政治体制がすみやかに編成されたこと，そしてそのこころみが弥生後
期に確立したことが想定された。またそれは「倭」社会が中国を軸とする東アジアの国際
情勢に主体的に身をおき，より強固な社会・政治的枠組みを構築していくうえできわめて
重要な基盤となったものと推察された。  
 
 
